
2019(令和元)年度北関東・甲信越ブロック研修会報告書 

 

 

研修テーマ 
みる・つなぐ・うごかす～保健師の原点から住民と共に創る未来～ 

「地域に責任をもった活動の強化のために」 

開催日時 令和元年 8月 31日（土）10時 00分～15時 30分 

会  場 
名称：茨城県立健康プラザ 

住所：茨城県水戸市笠原町 993-2 

参加人数  （ 151人）  ※講師・発表者・運営役員・研究報告者を含む 

研修の概要 

１ 全国保健師長会活動報告(全国保健師長会副会長 山田祐子氏)           

２ 研究班報告・講演 「災害時の保健活動推進マニュアルの作成」 

(大阪市健康局健康推進部 松本珠実氏) 

３ 保健師活動実践報告                      

【報告１】「小山市における若年妊産婦支援（「ミニママクラス」事業）の取組

みについて」 

【報告２】「茨城県職保健師の経験年数によるキャリアラダー専門能力の特徴  

～中堅期における保健師の実践活動への自信に及ぼす要因について～」  

【報告３】「糖尿病重症化予防を確実に進めるために～個別訪問保健指導の力

量形成のための取組経過報告～」 

 【報告４】「災害時における難病患者避難行動支援体制の構築に向けた取り組

みについて」  

４ グループワーク 

  「保健師の人材育成（キャリアラダーの活用、中堅期保健師の人材育成）」， 

「災害支援」等について  

５ 講評・まとめ(全国保健師長会副会長 山田祐子氏) 

参加者の感想 

など 

アンケート結果   

１ 研究班報告     大変参考になった(90.4%), 参考になった(9.6%) 

２ 保健師活動実践報告 大変参考になった( 75%)，参考になった(25%)  

３ グループワーク   大変参考になった(70.7%), 参考になった(28.1%) 

報告者 北関東・甲信越ブロック理事 関 律子 

 


